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入
選
作
品
は
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、
幅
広
く
火
災
予
防

活
動
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

今
回
、
計
1
4
1
件
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
、
住
民
一
人
一
人
の
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

同
時
に
、
こ
の
時
季
は
風
の
強
い
日
が

多
く
、
山
火
事
も
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

と
か
ら
、
全
国
山
火
事
予
防
運
動
も
行
わ

れ
ま
す
。
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今
年
の
出
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な
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　　　　　　本当に必要？　救急車はいのちをつなぐ乗り物です。適正利用にご協力を！

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

春
の
火
災
予
防
運
動

（
3
月
1
日
〜
7
日
）

平成 28 年 救急搬送状況

平成 28 年に救急車で搬送された人は 1,252 人で
した。そのうち、ドクターヘリで 61 人が搬送され
ました。

急病のうち、65 歳以上の方が搬送されたケース
が最も多く、全体の 42％（528 人）です。程度別
では 42％が軽傷でした。

救急車の適正利用にご理解をお願いします。
※軽　傷／入院加療なし
　中等症／ 3 週間未満入院
　重　症／ 3 週間以上入院

平成 28 年 火災状況

急病
777人

一般負傷
184人

その他
172人

交通事故
119人

軽傷
527人

中等症
502人

重症
188人

死亡 34 人 その他 1 人

傷病程度別事故種別

火災概要
平成 28 年 平成 27 年 前年比

火災件数 13 10 3

火
災
種
別

（
件
）

建　物 6 5 1
林　野 1 0 1
車　両 1 0 1
その他 5 5 0

建物焼損面積（㎡） 270.76 296.06 -25.3
林野焼損面積（a） 28 0 28

焼損額（円） 1,950 万 5,000 778 万 1,172 万 5,000

主な火災要因
平成 28 年 平成 27 年 前年比

焼却火・たき火 5 6 -1
コンロ 2 0 2

放火・放火の疑い 1 2 -1
電気関係 0 1 -1

平成 28 年は火災が 13 件発生し、前年に比べて 3
件増加しました。幸い、火災による死者はいません
でしたが、建物火災で 3 人負傷しました。

住宅用火災警報器が作動し、早期に発見され、消
火や避難につながったケースもあります。寝室には
住宅用火災警報器を取り付けてください。

火気を使用する場合は、十分注意しましょう。


